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 一昨年の長雨による麦作は、壊滅的な被害を受け

た。そこで天候不順にも麦ほどに影響をうけないイ

タリアンライグラスの栽培をすすめ、水田裏作の高

度利用により飼料作物特に乾草の商品化をはかるた

め、その前提として当地域内における飼料作物の実

収量を算定するためイタリアンライグラスの試験ほ

を８戸設置し調査したので、その概要を記して見ま

す。これら試験ほの耕種概要は、試作農家の自由栽

培法で、播種量、播種時期、施肥量、刈取回数、管

理を限定しない自由な栽培方法で行われたものであ

る。 
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調査成績並びに考察 

 

 以上の成績をみると、総社地方におけるイタリアンライグラスの収量状況がわかると思うが、栽培法は、水

田裏作耕起播と水稲中播の方法で行い、第３表、第４表の通り、耕起播、中播の播種時期が、ほぼ同時期であ

っても、生育ステージ及び収量においては、耕起播の場合が、はるかに良成績であることがわかる。また施肥

量においても、Ｃ農家のごとく、無肥料でも（牛尿のみ）16,800kg と驚異的な収量を上げることも不可能で

ないことがわかると思う。 

 刈取回数においても、平均刈取回数は、起耕播の場合６回、中播の場合５回と、耕起播の場合が成績が良く、

中播の場合の大半は、年内刈取が出来なく不利であった。これら８農家の飼料栽培優位性をみると、第４表の

通り、100kg生産費においても、Ｂ、Ｃ農家のごとく、栽培方法を耕起播とし、飼料ほが畜舎に近くて便利が

良く、厩肥牛尿を主体とした自給施肥の場合が、一時的にもせよ飼料作物生産費をいちじるしく切下げること

ができる。 

 以上の成績の通り、総社地方においての水田裏作、イタリアンライグラスの収量は、10ａ当り耕起播の場合

16,000kg、中播の場合 14,000kg の収量が確実に上ることがわかった。なお本年度は、総社市において「服部

販売乾草生産組合」麦作転換による、イタリアンライグラスの共同栽培をはかり、イタリアン乾草の大量生産

販売に踏切っていますので広く需要家の御利用をねがいたいと思います。 


